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解
約
「
告
知
」
に
関
す
る
一
考
察
園
田
格
一
間
題
の
所
在
二
　
学
説
の
概
叡
≡
　
判
例
の
態
度
四
　
卑
　
　
　
見
一
問
題
の
所
在
契
約
法
に
お
い
て
、
学
術
上
、
一
時
的
債
権
（
契
約
）
関
係
と
継
続
的
債
権
　
（
契
約
）
　
関
係
と
を
分
類
し
、
そ
の
消
滅
の
原
因
で
あ
る
「
解
除
」
と
「
告
知
」
と
は
用
語
と
し
て
異
な
る
概
念
と
し
て
規
定
せ
ら
れ
、
解
除
が
一
時
的
債
権
（
契
約
）
関
係
の
遡
及
的
消
滅
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
り
、
告
知
は
継
続
的
債
権
（
契
約
）
関
係
を
将
来
に
向
っ
て
の
み
消
滅
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
、
と
一
般
に
解
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
根
拠
や
理
論
の
構
成
の
仕
方
は
様
々
に
分
れ
る
が
、
と
も
か
く
民
法
の
規
定
の
上
で
も
、
語
の
使
い
方
に
お
い
て
厳
密
を
欠l
く
う
ら
み
は
あ
る
に
し
て
も
、
機
能
的
に
「
解
除
」
と
「
告
知
」
と
が
区
別
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
疑
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
か
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
解
除
と
菖
知
の
区
別
と
、
そ
れ
ら
が
用
い
ら
れ
る
場
と
し
て
の
一
時
的
債
権
（
契
約
）
関
係
と
継
続
的
債
権
（
契
約
）
解
的
「
告
知
」
に
躍
す
る
〓
勺
察
経
営
と
経
済
関
係
と
の
関
連
は
、
い
ま
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
点
が
幾
っ
か
残
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
特
に
、
端
的
に
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
周
知
の
如
く
、
債
務
不
履
行
「
解
除
」
に
つ
い
て
の
規
定
で
あ
る
民
法
五
四
一
条
な
い
し
五
四
三
条
が
、
継
続
的
債
権
(
契
約
)
関
係
に
も
適
用
さ
れ
得
る
も
の
か
否
か
に
関
し
て
で
あ
る
口
本
稿
は
、
告
知
を
め
ぐ
る
一
つ
の
問
題
と
し
て
、
右
の
点
に
若
干
の
考
察
を
加
え
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
一
時
的
債
権
(
契
約
)
関
係
な
ら
び
に
継
続
的
債
権
(
契
約
)
の
す
べ
て
に
つ
い
て
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
典
型
と
し
て
受
け
取
ら
れ
る
売
買
と
賃
ヮ“
貸
借
こ
と
に
不
動
産
賃
貸
借
を
中
心
に
し
て
の
考
察
で
あ
る
。
ω
民
法
は
告
知
の
場
合
に
も
解
除
と
呼
ん
で
い
る
が
、
普
通
に
は
区
別
さ
れ
て
い
る
。
五
九
四
条
三
項
、
六
O
七
条
、
六
一
O
条
等
多
数
あ
る
。
ま
た
、
六
一
入
条
、
六
一
二
条
等
の
解
約
、
六
一
七
条
等
の
解
約
申
入
も
同
様
で
あ
る
。
ω
一
時
的
債
権
関
係
と
継
続
的
債
権
闘
係
の
語
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
時
的
債
権
契
約
と
継
続
的
債
権
契
約
か
ら
発
生
す
る
債
権
関
係
を
指
す
の
が
通
常
の
用
法
で
あ
る
。
学
説
の
概
観
学
説
は
、
問
題
を
肯
定
す
る
も
の
と
否
定
す
る
も
の
と
の
二
つ
に
大
き
く
分
れ
て
お
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
肯
定
説
が
通
説
的
見
解
だ
と
目
さ
れ
る
が
、
最
近
に
お
い
て
は
否
定
す
る
立
場
の
方
が
有
力
に
な
り
つ
つ
あ
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
以
下
氏
、
学
説
を
概
観
し
て
み
た
い
。
と
し
、
当
事
者
の
一
方
に
債
務
不
履
行
が
あ
る
場
合
に
、
相
手
万
は
相
当
の
期
間
を
定
め
て
催
告
し
た
上
で
、
も
し
そ
の
期
間
内
に
履
行
肯
定
説
を
採
る
学
説
は
、
民
法
五
四
一
条
の
規
定
を
継
続
的
債
権
(
契
約
)
関
係
に
適
用
す
べ
き
で
あ
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
な
さ
れ
な
い
と
き
は
、
告
知
し
得
る
も
の
と
解
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
解
除
の
非
遡
及
に
関
す
る
民
法
の
規
定
す
な
わ
ち
第
六
二
O
条
。
第
六
三
O
条
・
第
六
五
二
条
・
第
六
で八
あ四
る条
。(1)カ:
「
解
除
」
な
る
語
を
広
く
使
用
し
て
い
る
こ
と
と
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
は
発
生
原
因
を
制
限
し
た
も
の
が
な
い
と
い
う
こ
と
賃
貸
借
に
関
し
て
、
右
の
立
論
か
ら
す
れ
ば
、
肯
定
説
で
は
、
賃
借
人
が
一
回
た
り
と
も
賃
料
を
滞
納
し
た
と
き
に
は
、
そ
れ
だ
け
で
「
告
知
」
を
な
し
得
る
に
至
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
賃
貸
借
乙
と
に
不
動
産
賃
貸
借
に
あ
っ
て
は
妥
当
性
を
欠
く
結
果
に
陥
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
結
果
(2) 
を
避
け
る
た
め
に
修
正
さ
れ
た
解
釈
論
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
権
利
濫
用
禁
止
の
法
理
に
よ
っ
て
「
告
知
」
権
の
行
使
9
u
 
を
制
限
し
よ
う
と
す
る
解
汎
炉
、
ま
た
は
、
形
式
的
な
民
法
第
五
四
一
条
の
適
用
を
し
た
場
合
に
は
不
動
産
賃
借
権
保
護
の
立
法
趣
旨
に
qu 
反
す
る
か
ら
、
実
質
的
な
配
慮
を
加
え
て
軽
微
な
賃
料
の
滞
納
の
み
で
は
「
告
知
」
権
の
発
生
が
認
め
ら
れ
な
い
と
解
釈
す
る
立
場
が
あ
る
の
で
あ
る
。
を
否
三刃
向ひ
す(1)
る
も
の
で
あ
る
否
定
説
に
属
す
る
学
説
は
、
債
務
不
履
行
「
解
除
」
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
民
法
第
五
四
一
条
な
い
し
第
五
四
三
条
の
適
用
そ
の
理
由
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
継
続
的
債
権
(
契
約
)
関
係
に
は
、
一
時
的
債
権
(
契
約
)
関
係
に
お
け
る
と
異
な
っ
た
特
有
の
「
告
知
」
理
論
を
も
っ
て
処
理
す
べ
き
で
あ
る
と
し
、
民
法
第
六
二
八
条
の
規
定
を
類
推
適
用
し
て
、
ち
継
続
的
債
権
(
契
約
)
関
係
の
基
礎
を
な
す
「
信
頼
関
係
」
の
破
壊
が
な
さ
れ
た
場
合
に
即
時
の
「
告
知
」
権
を
認
め
る
べ
き
だ
と
い
4
 
う
の
で
あ
る
。
「
己
ム
コ
ト
ヲ
得
ザ
ル
事
由
」
す
な
わ
O
G
 
判
断
の
基
準
と
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
賃
借
入
が
た
だ
一
回
だ
け
の
賃
料
を
滞
納
し
た
場
合
に
、
必
ら
ず
し
も
「
告
知
」
権
が
認
め
ら
れ
賃
貸
借
に
関
し
て
は
、
右
の
立
論
か
ら
し
て
、
「
告
知
」
を
な
し
得
る
た
め
に
は
当
事
者
聞
の
「
信
頼
関
係
」
の
破
壊
の
有
無
が
解
約
2
口
知
」
に
関
す
る
一
考
察
経
営
と
経
済
四
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
と
な
る
。
ω
た
と
え
ば
柏
木
・
債
権
各
論
一
一
一
一
四
頁
以
下
。
間
古
山
・
借
家
法
六
六
頁
は
、
「
賃
貸
借
契
約
は
賃
貸
人
、
賃
借
入
相
互
の
信
頼
関
係
の
基
礎
の
上
に
成
立
つ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
賃
借
入
の
義
務
違
反
が
軽
徴
に
し
て
信
頼
関
係
に
影
響
な
き
も
の
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
乙
れ
を
理
由
に
賃
貸
借
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
:
:
:
か
か
る
場
合
に
は
権
利
濫
用
の
法
理
が
当
て
は
ま
る
」
、
と
、
述
べ
ら
れ
る
。
(3) 
我
妻
H
有
泉
・
債
権
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
ニ
入
二
一
良
。
(4) 
た
と
え
ば
、
川
島
・
判
民
昭
和
七
年
度
一
一
九
事
件
評
釈
は
、
「
継
続
的
契
約
に
関
す
る
民
法
六
二
人
条
・
六
六
三
条
二
項
・
六
七
八
条
二
項
等
の
趣
旨
を
類
推
し
て
一
般
的
に
『
宣
大
ナ
ル
理
由
』
に
基
く
即
時
告
知
権
(
片
岡
目
的
昨
日
。
自
問
位
ロ
仏
百
ロ
ロ
ぬ
)
を
認
む
べ
く
、
市
し
て
そ
の
『
重
大
ナ
ル
事
由
』
と
は
、
継
続
的
契
約
に
於
て
、
全
契
約
関
係
の
存
続
を
債
権
者
に
強
要
す
る
こ
と
を
不
相
当
な
ら
し
む
る
知
き
信
頼
関
係
の
破
一
段
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
従
っ
て
催
告
を
為
す
も
履
行
を
拒
絶
し
或
は
不
履
行
が
頻
繁
に
繰
返
さ
る
る
場
合
に
は
原
則
と
し
て
即
時
告
知
揺
を
認
む
べ
し
と
す
る
独
逸
判
例
の
理
論
:
:
:
も
、
我
民
法
上
右
の
『
宣
大
ナ
ル
事
由
』
の
内
容
と
し
て
同
一
の
結
呆
を
認
め
る
こ
と
を
得
る
で
あ
ろ
う
。
(
勿
論
債
務
不
履
行
の
性
質
、
程
度
の
如
何
に
依
っ
て
は
催
告
を
要
せ
ず
叉
は
頻
繁
な
る
ζ
と
を
要
せ
ず
と
な
す
べ
き
場
合
も
あ
り
得
る
で
あ
ろ
う
)
」
、
と
説
か
れ
た
。
戒
能
・
債
権
各
論
三
三
頁
以
下
も
こ
れ
を
支
持
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
末
弘
・
民
法
雑
記
眼
下
巻
四
六
頁
以
下
「
継
続
的
契
約
と
民
法
第
五
四
一
条
」
も
ま
た
、
こ
れ
ら
の
主
張
を
支
持
さ
れ
た
。
な
お
、
学
説
お
よ
び
判
例
に
つ
い
て
は
、
森
孝
三
・
「
一
時
的
債
権
契
約
と
継
続
的
債
権
」
(
契
約
法
大
系
I
所
収
入
入
頁
以
下
)
が
詳
細
で
あ
り
、
本
稿
も
そ
れ
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
大
で
あ
る
。
判
例
の
態
度
債
務
不
履
行
「
解
除
」
の
一
般
規
定
で
あ
る
民
法
五
四
一
条
の
適
用
に
関
す
る
判
例
の
態
度
は
、
大
ざ
っ
ぱ
に
い
え
ば
、
大
審
院
時
代
と
最
高
裁
判
所
に
な
っ
て
か
ら
で
は
、
か
な
り
の
変
佑
を
見
せ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
従
来
は
問
題
を
肯
定
す
る
判
例
が
多
か
っ
た
の
に
対
し
、
近
時
は
こ
れ
を
否
定
す
る
判
例
が
増
え
る
傾
向
に
あ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
以
下
に
幾
つ
か
の
判
例
を
眺
め
て
み
よ
う
。
賃
貸
借
に
関
し
、
大
審
院
判
例
は
民
法
第
五
四
一
条
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
当
然
の
こ
と
〉
し
て
い
た
(
た
と
え
ば
大
判
昭
八
・
一
一
・
九
・
新
聞
三
六
六
四
号
一
四
頁
)
が
、
戦
後
に
な
っ
て
か
ら
は
住
宅
事
情
の
悪
化
と
い
う
社
会
経
済
的
背
景
を
考
慮
し
て
、
賃
借
人
の
立
場
の
保
護
と
い
う
見
地
か
ら
賃
貸
人
の
「
告
知
」
権
を
、
信
義
則
や
権
利
濫
用
禁
止
の
法
理
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
制
限
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
問
題
と
な
る
の
は
、
判
例
が
、
最
高
裁
判
所
に
な
っ
て
か
ら
「
告
知
」
に
つ
い
て
の
理
論
構
成
を
変
え
た
も
の
と
み
る
乙
と
が
で
き
る
か
で
あ
る
。
最
高
昭
二
七
・
四
・
二
五
・
民
集
六
巻
四
号
四
五
一
頁
は
、
賃
借
入
が
賃
借
家
屋
を
極
め
て
乱
暴
に
使
用
し
た
事
案
に
「
賃
貸
借
は
、
当
事
者
相
互
の
信
頼
関
係
告
基
礎
と
す
る
継
続
的
契
約
で
あ
る
か
ら
、
賃
貸
借
の
継
続
中
に
、
当
事
者
の
一
方
に
、
そ
の
信
頼
関
係
を
裏
切
っ
て
、
賃
貸
諸
関
係
の
継
続
を
著
し
く
困
難
な
ら
し
め
る
よ
う
な
不
信
行
為
の
あ
っ
た
場
合
に
は
、
相
手
万
つ
い
て
、
は
、
賃
貸
借
を
将
来
に
向
っ
て
、
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
て
、
乙
の
場
合
に
は
法
第
五
四
一
条
所
定
の
催
告
は
、
こ
れ
を
必
要
と
し
な
い
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
」
と
い
い
、
最
高
・
昭
和
ゴ
二
・
六
・
二
六
・
民
集
一
O
巻
六
号
七
三
O
頁
も
、
乙
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
。
判
例
の
態
度
を
ど
う
み
る
か
に
つ
い
て
は
、
債
務
不
履
行
「
解
除
」
の
立
場
だ
と
受
け
と
る
立
場
も
あ
れ
ば
、
信
頼
関
係
破
壊
「
告
知
」
の
理
論
に
立
つ
も
の
と
み
る
主
張
も
あ
り
、
見
解
が
分
れ
て
い
る
。
継
続
的
供
給
契
約
に
関
し
て
は
、
大
判
大
・
一
四
・
ニ
・
一
九
・
民
集
四
巻
七
O
頁
は
、
「
商
品
ノ
逓
次
供
給
契
約
ヲ
為
シ
タ
ル
場
合
ニ
ハ
:
:
:
其
ノ
契
約
上
定
マ
リ
タ
ル
時
期
ニ
於
テ
一
定
数
量
ノ
給
付
行
ハ
レ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
部
分
ニ
付
テ
ハ
契
約
ノ
本
旨
ニ
従
ヒ
ー
ー
タ
ル
履
行
ア
リ
シ
モ
ノ
ト
為
サ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
従
テ
其
ノ
後
一
一
於
テ
為
ス
ベ
キ
履
行
ヲ
遅
滞
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
債
権
者
ハ
其
ノ
遅
滞
ニ
係
解
約
「
告
知
」
に
関
す
る
一
考
察
五
経
蛍
と
経
済
ル
部
分
ハ
勿
論
尚
未
ダ
履
行
期
ノ
到
来
セ
ザ
ル
部
分
ニ
付
テ
モ
契
約
ヲ
解
除
シ
得
ベ
シ
」
と
い
っ
て
い
る
。
乙
の
判
例
に
つ
い
て
、
学
説
は
一
般
に
契
約
の
一
部
解
除
を
認
め
た
も
の
と
解
す
る
が
、
継
続
的
債
権
(
契
約
)
の
特
質
よ
り
し
て
「
告
知
」
と
み
る
も
の
も
あ
る
。
右
に
対
し
最
近
の
下
級
審
判
例
に
お
い
て
は
、
東
京
地
昭
三
六
・
二
一
・
二
一
一
・
判
時
二
八
六
号
こ
五
頁
で
は
、
「
継
続
的
な
取
引
行
為
に
あ
っ
て
は
契
約
の
存
続
を
著
し
く
困
難
な
ら
し
め
る
不
信
行
為
な
き
限
り
、
一
方
的
な
解
除
は
な
し
え
な
い
」
と
し
、
買
主
の
か
か
る
行
為
は
、
「
警
告
を
要
し
な
い
で
一
方
的
に
解
除
を
な
し
う
る
解
除
原
因
と
は
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
し
て
い
る
口
委
任
に
関
し
て
は
、
大
判
大
・
三
・
六
・
四
・
民
録
二
O
輯
五
五
一
頁
が
、
米
穀
取
引
所
の
仲
介
入
に
米
の
売
買
を
委
託
し
た
事
案
に
つ
い
て
、
「
委
託
者
ハ
何
等
ノ
事
由
ナ
ク
シ
テ
委
任
契
約
ヲ
解
除
シ
得
べ
キ
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
縦
令
委
託
者
ガ
仲
買
人
ニ
於
テ
其
委
託
ヲ
受
ケ
タ
ル
取
引
ヲ
契
約
ノ
趣
旨
ニ
基
キ
為
サ
ズ
ト
ノ
事
由
ニ
因
リ
委
任
契
約
解
除
ノ
意
思
表
示
ヲ
為
シ
げ
ル
場
合
ニ
於
テ
モ
、
其
ヮ“
と
判
示
し
て
い
る
。
事
由
ノ
帯
否
如
何
ハ
之
ヲ
問
フ
コ
ト
ヲ
要
セ
ズ
シ
テ
其
解
除
ノ
意
思
表
示
ハ
有
効
ナ
リ
」
、
ー
と
こ
ろ
で
、
最
近
の
下
級
審
判
例
で
は
、
東
京
高
昭
・
三
0
・
四
・
二
二
。
下
級
民
集
六
巻
四
号
七
七
三
頁
が
、
土
地
・
建
物
の
管
理
「
特
約
に
よ
っ
て
民
法
第
六
五
一
条
が
制
限
な
い
し
排
除
さ
れ
る
場
合
で
も
、
重
大
な
背
信
的
義
務
違
反
を
理
由
と
す
る
解
除
を
否
定
し
た
も
の
で
は
な
い
と
し
、
委
任
契
約
は
そ
を
目
的
と
す
る
委
任
に
お
い
て
受
任
者
が
管
理
状
況
報
告
義
務
に
違
反
し
た
事
案
に
つ
い
て
、
の
性
質
上
そ
の
存
続
中
に
、
当
事
者
の
一
方
に
信
頼
を
裏
切
っ
て
委
任
関
係
の
継
続
を
著
し
く
困
難
な
ら
し
め
る
よ
う
な
不
信
行
為
の
あ
っ
た
場
合
に
は
、
相
手
方
は
将
来
に
向
っ
パ
℃
れ
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
共
に
、
乙
の
場
合
に
は
民
法
第
五
四
一
条
所
定
の
催
告
q
d
 
は
こ
れ
を
必
要
と
し
な
い
」
と
い
っ
て
い
る
D
四
組
合
に
関
し
て
は
、
民
法
第
五
四
一
条
が
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
大
判
明
・
四
四
・
一
二
・
二
六
・
民
録
一
七
鴇
九
二
ハ
頁
以
来
す
で
に
確
立
さ
れ
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
、
「
一
組
合
員
ノ
ミ
ニ
付
存
ス
ル
事
由
ニ
因
リ
前
掲
規
定
(
民
法
第
五
四
一
条
以
下
)
ノ
適
用
ア
ル
モ
ノ
ト
セ
パ
一
組
合
員
ノ
債
務
不
履
行
一
一
因
リ
組
合
契
約
全
部
ガ
解
除
セ
ラ
ル
ル
ノ
結
果
ヲ
生
ジ
組
合
ノ
団
体
性
ニ
反
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
民
法
ガ
脱
退
、
除
名
、
解
散
請
求
等
ヲ
認
メ
タ
ル
注
意
ヲ
没
却
ス
ル
」
d
せ
六
頁
)
、
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
(
大
判
昭
一
四
・
六
・
二
0
・
民
集
一
八
巻
六
六
森
・
前
掲
九
入
頁
は
、
判
旨
は
民
法
五
四
一
条
の
適
用
を
明
確
に
し
て
い
な
い
が
、
信
頼
関
係
の
破
壊
を
「
解
除
」
の
判
断
基
準
に
し
て
い
る
も
の
と
い
え
る
と
し
、
下
級
審
判
例
に
み
ら
れ
る
如
く
「
解
除
」
権
の
発
生
が
信
頼
関
係
の
破
壊
の
有
無
ま
た
は
著
し
い
不
信
行
為
の
有
無
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
な
ら
ば
告
知
説
と
具
な
ら
な
い
と
み
、
し
か
も
下
級
審
判
例
は
こ
の
方
向
に
進
み
つ
つ
あ
る
と
い
-
わ
れ
る
と
乙
ろ
か
ら
、
判
例
に
お
い
て
も
告
知
説
が
支
持
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。
oh 
(1) (3) 
森
・
前
掲
九
九
頁
は
、
乙
こ
で
信
頼
関
係
の
破
壊
が
「
解
除
」
の
判
断
基
準
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
る
べ
き
乙
と
を
指
摘
さ
れ
る
。
森
・
前
掲
九
九
頁
は
、
乙
の
判
例
に
お
い
て
も
、
賃
貸
借
に
関
す
る
前
掲
の
最
高
裁
判
例
と
同
様
に
、
信
頼
関
係
の
破
壊
が
「
解
除
」
の
判
断
基
準
と
さ
れ
て
い
え
る
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
。
(4) 
組
合
に
つ
い
て
は
両
説
の
対
立
は
み
ら
れ
な
い
。
四
卑
見
前
述
の
よ
う
に
継
続
的
債
権
契
約
な
る
類
型
は
民
法
典
に
お
い
て
は
在
在
し
な
い
の
で
あ
っ
て
、
た
だ
、
個
々
の
契
約
に
つ
い
て
継
続
的
債
権
契
約
の
特
質
を
考
慮
し
た
規
定
を
設
け
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
一
般
に
は
、
一
時
的
債
権
契
約
と
継
続
的
債
権
契
約
と
を
区
別
す
べ
き
こ
と
が
承
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
如
何
な
る
契
約
が
継
続
的
債
権
契
約
に
属
す
る
か
に
関
し
て
は
、
そ
の
用
語
、
機
能
、
特
質
な
ど
に
つ
い
て
問
題
と
さ
れ
る
と
同
じ
く
、
明
確
な
基
準
と
い
う
も
の
が
示
さ
れ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
見
解
は
異
な
る
に
し
て
も
、
売
買
が
一
時
的
債
権
契
約
で
あ
り
、
不
動
産
賃
貸
借
が
継
続
的
債
権
契
約
に
属
す
る
こ
と
に
は
議
論
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
解
約
「
告
知
」
に
関
す
る
一
考
察
七
経
営
と
経
済
外、
と
こ
ろ
で
、
債
務
不
履
行
「
解
除
」
に
関
す
る
民
法
五
四
一
条
が
継
続
的
債
権
契
約
に
適
用
さ
れ
て
然
る
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
以
上
に
学
説
・
判
例
の
簡
単
な
素
描
を
な
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
若
干
の
疑
問
を
感
ぜ
ら
れ
点
を
考
え
て
み
た
い
。
ま
ず
、
学
説
・
判
例
を
要
約
し
て
お
こ
う
。
肯
定
説
は
告
知
権
の
発
生
原
因
を
民
法
五
四
一
条
の
解
除
原
因
に
求
め
る
が
、
乙
れ
に
反
し
、
否
定
説
は
民
法
六
二
八
条
な
ど
の
「
己
ム
コ
ト
ヲ
得
ザ
ル
事
由
」
す
な
わ
ち
継
続
的
債
権
契
約
の
基
礎
た
る
信
頼
関
係
の
破
壊
に
求
め
る
。
判
例
は
、
民
法
五
四
一
条
の
規
定
の
適
用
を
否
認
し
て
い
な
い
に
し
て
も
、
信
頼
関
係
の
破
壊
を
「
解
除
」
の
判
断
基
準
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
い
え
ば
肯
定
説
に
類
似
す
る
も
の
と
い
え
る
。
判
例
は
、
不
動
産
賃
貸
借
に
関
し
、
賃
借
人
の
保
護
と
い
う
要
請
に
も
と
づ
い
て
、
民
法
五
四
一
条
の
適
用
を
認
め
な
が
ら
も
信
義
則
や
権
利
濫
用
禁
止
の
法
理
に
よ
っ
て
、
賃
貸
人
の
「
解
除
」
権
の
制
限
を
は
か
り
、
さ
ら
に
信
頼
関
係
の
破
壊
を
「
解
除
」
の
判
断
基
準
と
し
て
、
賃
貸
人
の
「
解
除
権
」
を
制
限
し
よ
う
と
す
る
意
図
を
持
つ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
理
論
的
根
拠
に
関
し
て
は
、
賃
借
人
の
救
済
と
い
う
目
的
は
達
成
さ
れ
る
に
し
て
も
、
継
続
的
債
権
関
係
と
告
知
の
機
能
と
の
関
連
を
充
分
に
考
察
し
た
上
で
の
も
の
で
は
な
い
よ
う
に
受
け
取
れ
る
。
先
に
掲
げ
た
最
高
昭
ゴ
二
・
六
・
二
六
民
集
一
O
巻
六
号
六
三
O
頁
の
判
示
に
対
し
て
は
、
肯
定
説
に
立
や
は
り
理
論
的
に
明
確
な
も
の
が
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
つ
よ
う
に
も
み
え
る
ル
、
否
定
説
に
よ
っ
て
も
是
認
さ
れ
得
る
し
、
噌
i
と
の
疑
問
を
感
じ
る
。
肯
定
説
は
、
継
続
的
債
権
関
係
に
お
い
て
債
務
者
の
債
務
不
履
行
が
あ
っ
た
場
合
の
債
権
者
の
契
約
解
消
権
に
つ
い
て
は
、
他
に
一
般
的
規
定
が
な
い
か
ら
、
発
生
原
因
に
関
す
る
限
り
、
法
定
解
除
権
の
規
定
が
こ
れ
ら
の
契
約
関
係
に
も
妥
当
す
る
と
い
う
が
、
単
な
る
文
り臼
言
解
釈
に
終
り
、
継
続
的
債
権
関
係
と
告
知
と
の
機
能
的
な
連
関
を
充
分
に
と
ら
え
て
い
な
い
う
ら
み
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
賃
借
人
の
一
回
だ
け
の
賃
料
滞
納
の
場
合
に
賃
貸
人
の
「
解
除
」
権
を
制
限
す
る
た
め
、
権
利
濫
用
禁
止
の
法
理
や
信
義
則
を
持
ち
だ
す
の
は
、
い
さ
さ
か
無
理
な
感
じ
が
す
る
の
で
あ
る
。
否
定
説
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
継
続
的
債
権
関
係
に
特
有
な
解
約
告
知
の
理
論
を
も
っ
て
解
決
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
の
は
誠
に
向。
正
し
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
我
妻
教
授
も
、
「
賃
貸
借
の
よ
う
な
継
続
的
信
頼
関
係
に
つ
い
て
は
、
効
果
の
点
で
遡
及
的
な
解
除
を
認
む
べ
き
で
な
い
の
み
な
ら
ず
、
要
件
に
お
い
て
も
、
解
除
の
一
般
原
則
に
よ
ら
ず
に
、
契
約
関
係
の
存
続
を
債
権
者
に
強
い
る
こ
と
が
不
当
と
み
ら
れ
る
よ
う
な
不
履
行
(
信
頼
関
係
の
基
礎
の
破
壊
)
が
あ
っ
た
と
き
に
限
り
、
そ
し
て
即
時
告
知
(
解
除
)
だ
け
を
認
む
べ
き
だ
と
い
う
説
が
あ
る
。
理
論
と
し
て
至
当
な
見
解
と
思
う
口
・
:
:
:
:
こ
と
に
、
催
告
を
要
件
と
す
る
に
し
て
も
、
一
回
の
賃
料
の
不
払
が
あ
っ
て
も
解
除
し
得
る
と
い
う
の
は
当
を
得
な
い
。
」
と
さ
れ
る
。
た
だ
、
「
然
し
、
解
釈
論
と
し
て
は
判
例
を
支
持
す
べ
き
も
の
と
思
う
。
即
時
告
知
し
か
認
め
な
い
と
す
る
と
、
賃
料
不
払
を
ど
う
取
り
扱
う
か
標
準
が
不
明
に
な
る
」
と
説
か
れ
る
。
A
せ
右
に
つ
い
て
広
中
教
授
は
、
賃
借
人
の
一
回
の
賃
料
滞
納
で
は
、
か
か
る
場
合
に
「
解
除
」
権
そ
の
も
の
が
発
生
し
な
い
と
さ
れ
、
ま
た
、
信
頼
関
係
の
破
壊
を
「
解
除
」
の
判
断
基
準
と
し
て
明
確
に
す
る
も
の
と
し
て
、
「
信
頼
関
係
の
破
壊
に
あ
た
る
と
い
い
う
る
た
め
そ
の
義
務
違
反
が
あ
る
程
度
以
上
の
も
の
(
た
と
え
ば
二
期
分
以
上
の
借
賃
滞
納
、
停
止
さ
，
れ
な
け
れ
ば
賃
貸
借
の
継
続
を
期
待
し
え
な
い
よ
う
な
用
方
違
反
な
い
し
保
管
義
務
違
反
)
で
、
し
か
も
賃
貸
人
か
ら
相
当
の
期
間
を
定
め
て
借
賃
の
支
払
な
り
違
反
行
為
の
停
止
な
り
を
催
告
し
K
に
も
か
か
わ
ら
ず
賃
借
入
が
こ
れ
に
従
わ
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
を
原
則
と
す
べ
き
で
戸
h
u
あ
る
」
、
と
さ
れ
る
。
そ
う
な
る
と
、
否
定
説
に
あ
っ
て
も
催
告
を
必
要
と
す
る
点
で
は
肯
定
説
と
同
様
で
あ
る
。
否
定
説
(
告
知
説
)
に
つ
い
て
は
、
当
事
者
聞
の
信
頼
関
係
の
破
壊
と
い
う
点
を
問
題
と
す
る
点
で
重
視
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
は
考
え
乙
ま
、
ら
れ
る
が
、
た
だ
、
そ
れ
が
契
約
関
係
の
解
消
に
結
び
つ
く
か
否
か
と
い
う
、
い
わ
ば
現
象
面
に
の
み
限
を
注
い
で
い
る
よ
う
な
感
じ
を
与
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
や
は
り
そ
の
背
景
に
あ
る
継
続
的
債
権
関
係
と
告
知
と
の
構
造
的
な
、
そ
し
て
ま
た
機
能
的
な
連
関
性
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
深
く
掘
り
下
げ
る
べ
き
点
が
あ
り
は
し
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
卑
見
も
結
局
は
否
定
説
の
立
場
に
賛
し
た
い
が
、
そ
の
点
あ
き
た
り
な
い
も
の
を
感
じ
る
わ
け
で
あ
る
。
解
約
「
告
知
」
に
関
す
る
一
考
察
九
経
営
と
経
済
O 
そ
こ
で
、
一
時
的
債
権
関
係
と
し
て
の
売
買
と
そ
の
解
消
手
段
と
し
て
の
解
除
と
の
機
能
的
な
、
ま
た
構
造
的
な
連
関
と
、
継
続
的
債
権
関
係
と
し
て
の
賃
貸
借
と
そ
の
解
消
手
段
と
し
て
の
告
知
と
の
そ
れ
に
つ
い
て
考
察
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
い
売
買
お
よ
び
賃
貸
借
が
契
約
と
し
て
有
す
る
双
務
契
約
お
よ
び
有
償
契
約
に
つ
い
て
の
法
規
範
原
理
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
解
除
お
よ
び
告
知
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
と
法
的
構
成
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
、
そ
の
上
で
売
買
と
解
除
と
の
、
ま
た
賃
貸
借
と
告
知
と
の
連
関
に
つ
い
て
述
べ
る
の
が
順
序
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
以
下
に
右
の
順
序
で
筆
を
進
め
て
み
た
い
と
思
う
。双
務
契
約
と
は
、
給
付
債
権
と
反
対
給
付
債
権
を
発
生
せ
し
め
る
契
約
を
い
う
。
双
務
契
約
と
片
務
契
約
の
分
類
は
ロ
l
マ
法
以
来
の
も
の
で
あ
る
が
、
近
代
法
に
お
け
る
双
務
契
約
と
は
、
契
約
に
も
と
づ
く
債
権
と
反
対
債
権
の
聞
に
対
価
的
牽
連
関
係
の
あ
る
も
の
(2) 
と
解
す
べ
き
で
あ
り
、
双
務
契
約
に
お
け
る
両
債
務
の
対
価
的
牽
連
性
は
、
両
債
務
の
目
的
た
る
給
付
と
反
対
給
付
の
対
価
的
牽
連
関
係
に
も
と
。
つ
い
て
生
ず
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
売
買
と
い
う
双
務
・
諾
成
契
約
に
も
と
づ
く
債
権
関
係
の
成
立
が
認
め
ら
れ
た
の
は
、
商
品
交
換
経
済
の
高
度
の
発
展
に
も
と
づ
く
法
技
術
の
発
展
し
た
歴
史
的
時
代
に
お
い
て
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
に
は
、
売
買
は
、
目
的
物
と
代
金
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
二
個
の
債
権
関
係
が
発
生
し
、
経
済
的
に
は
一
個
の
商
品
交
換
で
あ
る
も
の
が
法
的
に
は
全
然
別
個
独
立
の
二
個
の
法
律
行
為
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
発
展
過
程
に
お
い
て
、
商
品
取
引
が
商
品
交
換
社
会
を
成
立
せ
し
め
る
程
度
に
一
般
に
盛
ん
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
経
済
的
に
は
売
る
意
味
の
法
律
行
為
と
買
う
意
味
の
法
律
行
為
が
一
個
の
売
買
契
約
と
い
う
法
律
行
為
に
合
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
契
約
自
由
の
原
則
を
媒
介
と
し
て
す
べ
て
の
商
品
交
換
に
こ
れ
が
認
め
ら
れ
る
と
き
、
乙
乙
に
、
経
済
的
に
は
一
個
の
商
品
交
換
だ
が
、
法
的
に
は
全
然
別
個
独
立
の
二
個
の
法
律
行
為
と
し
て
構
成
さ
れ
る
段
階
を
こ
え
て
、
す
べ
て
商
品
交
換
行
為
は
そ
の
ま
ま
の
一
個
の
商
品
交
換
契
約
と
し
て
認
め
ら
れ
る
段
階
に
到
達
す
る
。
こ
の
契
約
が
双
務
契
約
と
し
て
把
握
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
一
且
、
成
立
上
の
牽
連
関
係
の
要
件
を
み
た
し
て
成
立
し
た
双
務
契
約
も
、
成
立
し
て
し
ま
え
ば
、
ま
た
債
権
と
反
対
債
権
と
は
別
個
独
立
か
つ
相
互
に
無
関
係
の
も
の
と
し
て
取
扱
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
履
行
上
の
牽
連
関
係
に
も
と
づ
く
同
時
履
行
の
抗
弁
関
係
、
容
続
上
の
牽
連
関
係
に
も
と
づ
く
危
険
負
担
に
お
け
る
債
務
者
主
義
の
法
理
、
債
務
不
履
行
上
の
空
連
関
係
に
も
と
づ
く
債
務
不
履
行
解
除
等
が
、
双
務
契
約
に
固
有
の
法
規
範
原
理
と
し
て
認
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
あ
る
。
有
償
契
約
と
は
、
契
約
の
目
的
た
る
給
付
と
反
対
給
付
と
が
対
価
的
牽
連
関
係
に
あ
る
も
の
を
い
う
。
ロ
l
マ
法
で
は
、
有
償
・
無
償
と
い
う
言
葉
は
云
々
さ
れ
て
も
、
契
約
の
分
類
と
し
て
は
双
務
契
約
と
片
務
契
約
の
分
類
の
み
を
知
っ
て
、
有
償
契
約
と
無
償
契
約
の
分
類
を
も
た
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
に
、
双
務
契
約
に
一
般
的
な
法
規
範
原
理
と
し
て
、
同
時
履
行
の
抗
弁
関
係
と
か
危
険
負
担
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
論
議
さ
れ
た
が
、
し
か
し
有
償
契
約
に
一
般
的
な
法
規
範
原
理
と
し
て
論
議
さ
れ
た
も
の
は
何
も
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
民
法
第
五
五
九
条
、
ド
イ
ツ
民
法
第
四
四
五
条
・
第
四
九
三
条
の
よ
う
に
売
買
の
法
規
範
原
理
を
他
の
有
償
契
約
に
準
用
す
る
と
い
う
よ
う
な
考
え
方
も
ま
た
そ
の
訴
権
制
度
の
故
に
成
立
し
な
か
っ
た
、
と
い
わ
れ
る
。
有
償
契
約
に
は
、
有
償
契
約
一
般
に
妥
当
す
る
法
規
範
原
理
|
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例
え
ば
双
務
契
約
の
そ
れ
と
し
て
の
同
時
履
行
の
抗
弁
権
・
危
険
負
担
・
債
務
不
履
行
解
除
の
如
し
ー
ー
に
つ
い
て
立
法
上
み
い
だ
し
え
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
有
償
契
約
に
固
有
の
法
規
範
原
理
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
民
法
の
売
買
や
賃
貸
借
等
個
々
の
有
償
契
約
の
規
定
を
み
て
み
る
と
、
そ
の
規
定
の
大
部
分
は
そ
の
有
償
性
に
も
と
づ
く
法
規
範
原
理
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
特
に
売
買
に
お
い
て
著
る
し
い
。
有
償
契
約
に
一
般
的
に
妥
当
す
る
法
規
範
原
理
を
規
定
し
た
法
条
が
な
い
の
は
、
給
付
と
反
対
給
付
と
の
間
の
対
価
的
牽
連
関
係
に
も
と
づ
く
等
価
的
均
衡
の
法
理
は
給
付
の
目
的
物
が
具
体
的
に
何
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
千
差
万
別
で
あ
っ
て
、
有
償
契
約
に
一
般
的
な
法
規
範
原
理
と
い
う
形
で
こ
れ
を
定
立
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
担
保
責
任
の
法
理
は
有
償
契
約
に
普
遍
的
な
法
原
理
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
の
具
体
的
な
内
容
は
売
主
の
そ
れ
、
請
負
人
の
そ
れ
、
貸
主
の
そ
れ
等
で
は
異
な
ら
、
ざ
る
を
得
な
い
。
解
約
「
告
知
」
に
関
す
る
一
考
察
経
蛍
と
経
済
有
償
契
約
と
は
給
付
と
反
対
給
付
が
商
品
交
換
さ
れ
る
契
約
で
あ
る
が
、
資
本
制
社
会
で
は
経
済
的
な
意
味
で
の
商
品
交
換
は
商
品
交
換
契
約
と
し
て
行
な
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
商
品
交
換
に
は
経
済
学
上
等
価
交
換
の
法
則
が
行
な
わ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
が
、
商
品
交
換
契
約
に
は
両
給
付
聞
に
個
々
の
問
題
に
つ
い
て
等
価
的
均
衡
を
維
持
す
る
た
め
の
法
規
範
原
理
が
行
な
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
法
は
商
品
交
換
を
出
来
る
だ
け
実
現
し
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
り
、
物
と
代
金
の
決
定
を
当
事
者
の
契
約
自
由
に
ゆ
だ
ね
て
い
る
の
は
、
価
格
を
国
家
で
法
定
す
る
こ
と
は
決
し
て
商
品
の
等
価
交
換
の
実
現
を
保
障
す
る
所
以
で
な
く
、
む
し
ろ
こ
の
点
は
契
約
自
由
に
放
任
し
て
お
く
こ
と
の
万
が
一
層
よ
く
商
品
の
等
価
交
換
の
実
現
の
保
障
と
な
る
と
考
え
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
法
は
、
当
事
者
が
給
付
と
反
対
給
付
の
関
係
を
設
定
し
た
も
の
に
つ
い
て
、
そ
の
履
行
、
不
履
行
、
目
的
物
の
暇
庇
、
目
的
物
の
追
奪
等
の
場
合
に
、
両
給
付
面
に
等
価
的
均
衡
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
。
そ
れ
が
有
償
契
約
に
固
有
の
規
範
原
理
で
あ
る
。
た
だ
そ
れ
は
、
す
べ
て
の
有
償
契
約
に
一
般
的
に
妥
当
す
る
法
規
範
原
理
と
い
う
形
で
は
定
立
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
資
本
制
社
会
で
は
、
資
本
の
再
生
産
運
動
も
商
品
交
換
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
関
係
で
、
如
伺
な
る
商
品
を
如
何
な
る
も
の
と
交
換
す
る
か
と
い
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
有
償
契
約
の
種
類
も
内
容
も
す
べ
て
契
約
自
由
の
原
則
に
委
ね
ら
れ
る
。
し
か
し
、
契
約
自
由
と
い
っ
て
も
、
商
品
交
換
契
約
の
種
類
も
内
容
も
す
べ
て
あ
ら
か
じ
め
資
本
制
社
会
に
お
け
る
資
本
の
再
生
産
運
動
の
社
会
的
構
造
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
て
い
る
。
民
法
は
、
ド
イ
ツ
民
法
に
な
ら
っ
て
、
売
主
の
規
定
は
す
べ
て
こ
れ
を
有
償
契
約
に
準
用
す
る
と
い
う
と
と
を
規
定
し
た
。
有
償
契
約
な
る
法
範
障
を
認
め
る
実
益
は
法
典
上
は
わ
ず
か
に
こ
の
こ
と
だ
け
で
あ
る
。
売
買
の
規
定
が
他
の
有
償
契
約
に
準
用
さ
れ
る
の
は
、
売
買
が
最
も
典
型
的
な
有
償
契
約
で
あ
り
、
両
給
付
の
等
価
的
均
衡
の
法
理
を
最
も
豊
富
か
つ
完
全
な
姿
で
展
開
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
双
務
契
約
と
は
給
付
債
権
と
反
対
給
付
債
権
と
の
聞
に
対
価
的
牽
連
関
係
の
あ
る
も
の
を
い
う
。
債
権
と
反
対
債
権
と
の
聞
に
、
対
価
的
牽
連
関
係
が
あ
る
以
上
は
、
右
債
権
の
目
的
た
る
給
付
と
反
対
給
付
と
の
問
に
も
、
対
価
的
牽
連
性
が
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
だ
か
ら
双
務
契
約
は
必
ら
ず
有
償
契
約
で
あ
る
。
給
付
と
反
対
給
付
が
、
契
約
に
よ
っ
て
、
対
価
的
牽
連
関
係
に
お
か
れ
て
い
る
故
に
、
債
権
と
反
対
債
権
の
対
価
的
牽
連
関
係
も
成
立
す
る
の
だ
と
考
え
、
双
務
契
約
と
有
償
契
約
と
は
本
質
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
り
、
双
務
契
約
に
固
有
の
法
規
範
原
理
は
、
有
償
契
約
に
お
け
る
債
権
と
反
対
債
権
が
、
ま
ピ
履
行
さ
れ
ぬ
と
き
の
状
態
に
お
け
る
法
規
範
原
理
に
す
ぎ
ず
、
す
な
わ
ち
、
双
務
契
約
の
法
規
範
原
理
、
す
な
わ
ち
、
同
時
履
行
の
関
係
法
理
も
危
険
負
担
の
債
務
者
主
義
の
法
理
も
、
債
務
不
履
行
に
よ
る
解
除
の
法
理
も
、
す
べ
て
給
付
と
反
対
給
付
の
間
の
等
価
的
均
衡
を
実
現
す
る
た
め
の
法
理
と
し
て
、
す
な
わ
ち
、
有
償
契
約
の
法
理
と
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
る
に
、
民
法
上
は
双
務
契
約
は
必
ら
ず
同
時
に
有
償
契
約
で
あ
る
が
、
有
償
契
約
は
必
ら
ず
し
も
双
務
契
約
で
は
な
い
。
有
償
契
約
も
、
給
付
と
反
対
給
付
が
目
的
と
す
る
債
権
と
反
対
債
権
の
履
行
と
し
て
実
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
限
り
、
す
な
わ
ち
諾
成
の
債
権
契
約
で
あ
る
限
り
、
当
然
、
双
務
契
約
と
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
は
ず
で
あ
る
が
、
民
法
上
は
、
利
息
附
消
費
貸
借
と
有
償
寄
託
は
要
物
契
約
と
さ
れ
る
の
で
、
こ
の
場
合
に
だ
け
、
片
務
契
約
が
有
償
契
約
だ
と
い
う
例
外
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
民
法
に
あ
っ
て
は
、
債
務
不
履
行
解
除
が
双
務
契
約
に
固
有
の
法
規
範
原
理
で
あ
る
こ
と
の
認
識
が
充
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
と
考
え
こ
れ
を
明
文
を
も
っ
て
肯
定
し
た
ド
イ
ツ
民
法
や
フ
ラ
ン
ス
民
法
の
よ
う
な
規
定
は
な
く
、
む
し
ろ
通
説
・
判
例
は
こ
れ
を
否
定
す
る
。
さ
ら
に
、
解
除
に
よ
る
原
状
回
復
の
債
権
関
係
の
発
生
と
い
う
効
果
に
つ
い
て
の
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
わ
が
国
の
学
説
や
判
例
は
、
ま
ず
債
務
と
反
対
債
務
の
聞
の
対
価
的
牽
連
関
係
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
の
認
識
が
不
充
分
で
あ
る
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
と
さ
れ
る
。
商
品
交
換
契
約
と
し
て
は
、
財
貨
を
客
体
と
す
る
も
の
が
典
型
的
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
ま
た
財
貨
の
商
品
交
換
契
約
の
な
か
で
は
、
使
用
価
値
だ
け
の
ま
た
は
交
換
価
値
に
け
の
利
用
を
商
品
と
す
る
も
の
よ
り
も
、
両
者
の
統
一
で
あ
る
財
貨
の
所
有
を
商
品
交
換
す
る
売
買
が
他
の
何
よ
り
も
最
も
典
型
的
な
有
償
契
約
だ
と
い
い
う
る
。
の
み
な
ら
ず
、
売
買
に
お
い
て
は
、
真
に
典
型
的
に
等
価
交
換
の
法
則
解
約
「
ι
口
知
」
に
関
す
る
一
考
察
経
営
と
経
済
四
が
行
な
わ
れ
る
が
、
賃
貸
借
や
利
息
附
消
費
貸
借
で
は
反
対
給
付
が
い
く
ら
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
価
値
法
則
が
行
な
わ
れ
な
い
の
で
、
売
買
に
お
い
て
両
給
付
間
の
等
価
的
均
衡
を
実
現
す
る
た
め
の
法
理
は
最
も
完
全
に
展
開
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
山
中
教
授
は
、
商
品
交
換
契
約
の
基
本
的
類
型
と
し
て
幾
つ
か
の
も
の
を
あ
げ
ら
れ
、
売
買
を
物
の
使
用
価
値
と
交
換
価
値
の
統
一
と
ウ
'
し
て
の
所
有
と
金
銭
の
交
換
、
賃
貸
借
を
物
の
使
用
価
値
の
利
用
と
賃
料
の
交
換
、
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
。
れ
る (3)
問
題
は
、
売
買
に
あ
っ
て
は
解
除
が
使
わ
れ
、
賃
貸
借
に
お
い
て
は
告
知
が
用
い
ら
れ
る
、
そ
の
根
拠
や
理
由
に
あ
る
と
考
え
ら
解
除
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
。
市
民
社
会
に
お
い
て
は
、
商
品
交
換
の
法
的
保
障
と
し
て
の
契
約
自
由
の
原
則
が
有
償
双
務
契
約
の
構
造
の
上
に
形
成
さ
れ
る
。
契
約
は
締
結
さ
れ
る
と
、
そ
の
内
容
に
適
応
す
る
双
務
的
債
権
債
務
関
係
を
生
じ
て
当
事
者
に
そ
の
履
行
を
強
制
し
、
促
進
し
、
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
と
消
滅
す
る
。
し
か
し
当
事
者
聞
に
特
別
の
事
情
が
あ
っ
て
そ
の
契
約
関
係
を
中
止
し
、
締
結
以
前
の
状
態
に
還
す
万
が
契
約
関
係
の
等
価
的
関
係
に
と
っ
て
有
利
だ
と
考
え
る
場
合
に
、
ど
こ
ま
で
も
契
約
の
履
行
を
強
す
る
と
云
う
の
で
は
、
当
事
者
の
契
約
締
結
の
目
的
を
充
分
保
障
し
、
市
民
社
会
的
契
約
の
秩
序
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
、
契
約
を
初
め
に
遡
っ
て
消
滅
さ
せ
て
そ
の
拘
束
か
ら
の
離
脱
の
自
由
を
認
め
る
方
が
妥
当
で
あ
り
、
客
観
的
に
契
約
の
等
価
運
動
の
法
則
に
適
応
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
解
除
は
契
約
上
の
履
行
強
制
か
ら
の
事
実
上
の
不
便
を
緩
和
す
る
た
め
の
手
段
方
法
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
解
除
は
、
当
事
者
の
約
款
ま
た
は
法
の
規
定
に
よ
り
、
一
定
の
事
由
が
発
生
し
た
場
合
に
、
当
事
者
の
一
方
の
意
思
表
示
で
契
約
を
消
滅
さ
せ
て
、
契
約
の
な
か
っ
た
初
め
の
状
態
に
還
す
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
民
法
の
解
除
の
規
定
は
、
第
五
四
O
深
な
い
し
第
五
四
八
条
に
契
約
解
除
の
総
則
的
規
定
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
約
定
解
除
と
法
定
解
除
の
場
合
を
一
括
Q
U
 
し
て
規
定
し
て
い
る
。
解
除
は
契
約
が
は
じ
め
か
ら
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
と
同
じ
効
呆
を
生
ぜ
し
め
る
。
す
な
わ
ち
契
約
締
結
以
前
の
状
態
に
当
事
者
の
関
係
を
復
帰
せ
し
め
る
こ
と
で
あ
る
と
一
般
に
解
さ
れ
て
い
る
、
が
、
こ
の
こ
と
は
、
契
約
が
債
権
関
係
を
発
生
さ
せ
る
原
因
l
lす
な
わ
ち
法
伴
要
件
ー
ー
ー
と
し
て
有
し
て
い
た
法
律
上
の
価
値
を
法
律
上
遡
及
的
に
失
わ
し
め
る
と
い
う
の
で
あ
っ
て
、
一
旦
成
立
し
た
契
約
と
い
う
現
象
お
よ
び
そ
れ
に
伴
っ
て
生
じ
た
財
産
上
の
変
動
な
ど
を
一
挙
に
抹
消
し
去
る
と
い
う
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
解
除
に
よ
っ
て
更
に
当
事
者
間
に
色
々
の
法
律
関
係
が
発
生
し
て
来
る
。
民
法
第
五
四
五
条
一
項
は
「
当
事
者
ノ
一
方
カ
解
除
権
を
行
使
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
各
当
事
者
ハ
相
手
方
ヲ
原
状
ニ
復
セ
シ
ム
ル
義
務
ヲ
負
フ
」
と
規
定
す
る
。
こ
れ
が
如
何
な
る
意
味
で
あ
る
か
に
つ
い
て
三
つ
の
説
が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
直
接
効
果
説
は
、
F
右
の
条
文
は
契
約
の
遡
及
的
消
滅
と
し
て
率
直
に
理
解
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
つ
ま
り
、
解
除
と
い
う
の
は
当
事
者
の
一
万
の
意
思
表
示
に
よ
っ
て
契
約
の
効
力
を
は
じ
め
か
ら
失
わ
せ
、
そ
れ
が
全
く
な
か
っ
た
の
と
同
じ
効
果
を
生
ぜ
し
め
る
。
未
履
行
の
債
務
を
免
れ
る
の
も
、
既
履
行
の
債
務
の
返
還
請
求
権
が
生
ず
る
の
も
(
不
当
利
得
に
よ
る
も
の
と
な
る
)
契
約
が
な
か
っ
た
な
ら
現
在
こ
う
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
状
態
を
意
思
表
示
に
よ
っ
て
直
接
に
生
ぜ
し
め
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
つ
ぎ
の
よ
う
に
考
え
る
。
解
除
の
遡
及
効
は
そ
の
理
由
が
な
い
、
解
除
の
効
果
は
解
除
権
行
使
の
と
き
こ
れ
に
対
し
間
接
効
果
説
は
、
か
ら
将
来
に
向
つ
て
の
み
発
生
す
る
。
既
履
行
債
務
は
し
た
が
っ
て
有
効
な
の
に
が
、
法
律
が
と
く
に
こ
れ
に
対
し
て
新
た
に
返
還
請
求
権
が
発
生
す
る
こ
と
を
認
め
、
ま
た
未
履
行
債
務
に
つ
い
て
は
履
行
拒
絶
の
抗
弁
権
を
与
え
た
も
の
が
解
除
な
の
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
さ
ら
に
折
衷
説
は
、
右
の
二
つ
の
立
場
を
折
衷
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。
解
除
は
将
来
に
向
つ
て
の
み
そ
の
効
果
を
有
す
る
。
既
履
行
債
務
に
つ
い
て
は
新
た
に
返
還
請
求
粧
を
発
生
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
間
接
効
果
説
と
同
様
だ
が
、
将
来
効
に
つ
い
て
は
そ
れ
よ
り
も
強
く
考
え
て
、
抗
弁
権
を
発
生
せ
し
め
る
の
で
は
な
く
債
務
そ
の
も
の
を
消
滅
さ
せ
る
の
で
あ
る
と
説
く
。
そ
し
て
解
除
の
意
思
表
示
ま
で
の
関
係
は
有
効
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
既
履
行
債
務
の
返
還
請
求
権
は
法
律
が
と
く
に
解
除
に
付
与
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
直
接
効
果
説
の
よ
う
に
不
当
利
得
返
還
と
解
せ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
口
解
約
「
告
知
L
に
関
す
る
一
考
察
五
経
営
と
経
済
一
六
判
例
お
よ
び
多
数
の
学
説
が
、
細
か
い
点
で
は
議
論
が
分
れ
る
に
し
て
も
、
直
接
効
果
説
を
と
っ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
解
除
の
本
質
的
な
効
果
と
考
え
ら
れ
る
原
状
回
復
義
務
に
関
し
て
は
、
の
性
質
に
関
す
る
立
場
に
よ
っ
て
多
少
異
な
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
が
如
何
に
し
て
承
認
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
、
前
述
の
解
除
直
接
効
果
説
で
は
、
解
除
に
よ
り
実
際
に
も
契
約
が
は
じ
め
か
ら
締
結
せ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
な
り
、
遡
及
的
に
失
効
す
る
が
故
に
当
事
者
間
に
契
約
締
結
以
前
の
状
態
に
復
帰
さ
せ
る
原
状
回
復
の
債
権
関
係
が
発
生
す
る
の
だ
と
主
張
す
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
当
事
者
が
契
約
に
も
と
や
つ
い
て
な
し
た
給
付
は
解
除
の
結
果
法
律
上
の
原
因
を
失
う
こ
と
に
な
る
か
ら
不
当
利
得
返
還
の
原
則
に
し
た
が
っ
て
受
領
者
は
乙
れ
を
返
還
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
不
当
利
得
返
還
の
制
度
は
受
益
者
の
不
当
な
利
益
を
返
還
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
一
般
に
受
益
者
の
財
産
状
態
を
標
準
と
し
て
返
還
の
範
囲
を
決
定
し
て
い
る
が
、
解
除
は
契
約
の
効
果
を
遡
及
的
に
消
滅
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
給
付
が
な
さ
れ
た
当
時
の
状
態
を
基
準
と
し
て
そ
の
当
時
の
状
態
に
給
付
者
の
財
産
関
係
を
復
帰
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
給
付
を
な
さ
な
か
っ
た
と
同
一
の
状
態
に
帰
す
と
い
う
意
味
で
受
益
者
に
原
状
回
復
を
約
す
義
務
(
債
権
的
効
果
説
)
を
認
め
る
。
こ
の
こ
と
は
民
法
五
四
五
条
が
規
定
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
契
約
の
解
除
は
、
当
事
者
聞
に
原
状
回
復
の
義
務
を
発
生
さ
せ
る
だ
け
で
当
然
に
l
l物
権
的
に
l
!原
状
回
復
が
行
な
わ
れ
、
給
付
行
為
も
同
様
に
効
力
を
失
う
と
い
う
の
で
は
な
く
し
て
、
給
付
を
受
け
て
い
た
者
は
そ
の
給
付
を
返
還
し
て
相
手
を
原
状
に
復
帰
せ
し
め
る
義
務
を
負
う
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
ζ
れ
に
対
し
、
間
接
効
果
説
と
折
衷
説
の
論
者
は
、
実
際
は
解
除
に
よ
り
契
約
が
遡
及
し
て
失
効
す
る
の
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、
あ
た
か
も
契
約
締
結
の
は
じ
め
に
週
っ
て
失
効
し
た
と
し
た
な
ら
ば
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
よ
う
な
原
状
に
回
復
せ
し
め
る
債
権
関
係
が
当
事
者
間
に
発
生
す
る
の
だ
と
主
張
す
る
口
乙
の
説
を
と
ら
れ
る
論
者
(
末
弘
説
)
は
、
消
滅
を
説
い
て
、
そ
の
性
質
は
債
権
的
効
果
で
あ
る
と
し
、
債
権
的
効
果
が
遡
及
的
に
消
滅
す
る
結
果
と
し
て
、
「
直
接
効
果
説
は
、
解
除
の
効
果
と
し
て
契
約
の
遡
及
的
そ
れ
ま
で
に
な
さ
れ
た
行
為
が
法
律
上
原
因
な
き
も
の
と
な
り
、
し
た
が
っ
て
不
当
利
得
の
原
理
に
よ
っ
て
返
還
せ
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
ド
イ
ツ
民
法
の
解
除
の
規
定
が
、
同
法
の
物
権
行
為
に
つ
い
て
無
因
説
を
取
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
そ
れ
に
関
連
し
て
不
当
利
得
論
が
構
成
さ
れ
る
点
を
指
摘
し
て
、
わ
が
民
法
の
解
釈
と
し
て
は
、
物
権
行
為
が
な
く
て
も
売
買
そ
の
他
の
債
権
行
為
か
ら
直
接
に
所
有
権
移
転
の
よ
う
な
物
権
的
効
果
が
発
生
す
る
と
い
う
考
え
方
が
判
例
多
数
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
て
い
る
」
と
し
て
、
わ
が
国
の
直
接
効
果
説
の
理
論
的
根
拠
こ
の
通
説
に
対
す
る
反
対
説
の
立
場
に
お
い
て
は
何
故
に
原
状
回
復
の
債
権
関
係
が
発
生
す
る
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
充
分
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
山
中
教
授
は
、
解
除
に
よ
る
契
約
の
遡
及
的
消
滅
を
説
く
直
接
効
果
説
を
否
認
さ
れ
て
、
が
薄
弱
で
あ
る
こ
と
を
批
判
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
原
契
約
上
の
債
権
関
係
と
解
除
に
よ
る
原
状
回
復
の
債
権
関
係
と
は
同
一
物
の
発
展
延
長
で
あ
る
と
し
、
解
除
に
よ
っ
て
原
契
約
は
原
状
回
復
の
債
権
関
係
に
変
形
し
、
そ
の
履
行
を
ま
っ
て
は
じ
め
て
消
滅
す
る
」
と
述
べ
ら
れ
、
さ
ら
に
、
原
状
回
復
の
債
権
関
係
の
発
生
を
契
約
の
等
価
交
換
的
均
衡
の
理
論
か
ら
説
明
さ
れ
る
。
直
接
効
果
説
を
取
る
通
説
で
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
解
す
る
。
解
除
に
よ
っ
て
契
約
は
遡
及
的
に
消
滅
す
る
こ
と
と
な
る
そ
し
て
こ
の
場
合
の
原
状
回
復
の
効
力
は
債
権
的
効
力
で
あ
っ
て
物
権
的
効
力
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
民
法
五
四
一
条
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
解
除
に
よ
る
当
事
者
間
原
状
回
復
義
務
を
生
手
す
る
と
あ
る
の
か
ら
し
て
も
、
解
除
は
た
だ
将
来
に
向
つ
て
の
み
返
還
請
求
権
を
生
ぜ
し
め
る
も
の
で
も
な
け
れ
ば
、
又
抗
弁
権
を
生
ぜ
し
め
る
に
止
ま
る
も
の
で
も
な
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
解
除
権
は
全
債
権
関
係
の
発
生
原
因
た
る
契
約
が
当
初
か
ら
か
ら
そ
の
結
果
と
し
て
当
事
者
は
相
手
方
は
原
状
に
回
復
せ
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
存
在
し
な
か
っ
た
と
同
様
な
効
果
を
生
ぜ
し
め
る
も
の
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
、
と
い
う
。
右
の
よ
う
に
解
除
の
遡
及
効
に
関
し
て
は
様
々
の
説
が
た
て
ら
れ
て
い
る
が
、
筆
者
は
相
対
的
遡
及
の
理
論
に
も
と
や
つ
い
て
直
接
効
果
nu 
説
と
同
様
の
結
論
を
得
て
い
る
も
の
で
あ
る
吋
そ
れ
で
は
最
後
に
、
以
上
述
べ
た
と
こ
ろ
を
纏
め
て
お
こ
う
。
一
時
的
債
権
契
約
し
た
が
っ
て
売
買
の
目
的
と
す
る
と
乙
ろ
は
商
品
の
全
面
的
価
値
支
配
の
移
転
で
あ
り
、
継
続
的
債
権
契
約
し
た
が
っ
て
賃
貸
借
の
ね
ら
い
と
す
る
と
こ
ろ
は
商
品
の
部
分
的
価
値
支
配
の
移
解
約
「
告
知
」
に
関
す
る
一
考
察
七
経
営
と
経
済
J¥、
転
に
あ
る
も
の
と
い
え
る
。
契
約
関
係
の
解
消
に
関
し
て
は
、
既
に
発
生
し
た
法
律
関
係
(
権
利
義
務
)
を
ど
の
よ
う
に
処
理
す
る
の
が
賢
明
で
あ
る
か
と
い
う
見
一
つ
は
原
状
に
回
復
せ
し
め
る
の
が
適
当
で
あ
り
、
他
は
既
存
の
法
律
関
係
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
、
爾
後
に
お
い
て
の
み
消
滅
せ
し
め
る
の
が
妥
当
と
思
料
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
ら
ば
、
何
故
に
継
続
的
債
権
契
約
に
つ
い
て
は
既
存
の
法
律
関
係
を
覆
滅
せ
し
め
な
い
よ
う
な
処
理
が
な
さ
れ
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
賃
貸
借
は
物
の
使
用
価
値
を
移
転
し
利
用
せ
し
む
べ
き
債
権
関
係
と
し
て
把
握
さ
れ
る
。
賃
貸
料
は
使
用
価
値
に
対
す
る
対
価
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
使
用
価
値
は
観
念
的
な
も
の
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
具
地
か
ら
、
体
的
価
値
に
転
佑
き
れ
な
い
限
り
事
実
的
に
は
時
々
刻
々
に
喪
失
さ
れ
て
ゆ
く
。
し
た
が
っ
て
、
貸
借
し
た
物
そ
の
も
の
を
返
還
す
べ
き
賃
貸
借
に
お
い
て
は
、
原
状
に
復
す
る
と
い
っ
て
も
具
体
的
に
は
そ
の
方
法
が
考
え
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
も
の
で
あ
る
。
売
買
に
あ
っ
て
は
物
の
全
面
的
価
値
の
支
配
を
移
転
す
べ
き
債
権
関
係
の
発
生
が
そ
の
本
質
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
そ
乙
で
具
体
的
事
実
的
に
は
、
契
約
の
解
消
に
際
し
て
顕
在
的
な
価
値
の
返
還
が
行
な
わ
れ
れ
ば
、
あ
た
か
も
契
約
関
係
は
当
初
か
ら
在
在
し
な
か
っ
た
と
同
様
の
も
の
と
し
て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
売
買
や
賃
貸
に
お
い
て
既
に
給
付
さ
れ
た
金
銭
の
処
理
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
と
い
え
ば
、
民
法
は
利
息
を
附
し
て
返
還
す
べ
き
旨
を
規
定
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
金
銭
な
る
特
殊
の
物
の
価
値
に
着
服
し
た
結
果
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
金
銭
は
個
性
を
も
た
ず
、
具
体
的
価
値
を
示
す
手
段
た
る
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
具
体
化
さ
れ
た
価
値
は
当
然
に
価
値
を
具
体
的
に
生
ん
だ
は
ず
の
も
の
と
し
て
考
慮
す
る
の
が
妥
当
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
、
消
費
貸
借
の
内
容
と
比
較
し
た
場
合
さ
ら
に
明
瞭
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
唱
-a'除
し
得
る
場
合
も
あ
る
、
と
い
っ
て
い
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
。
我
妻
-
J
法
協
七
二
巻
六
号
一
二
三
頁
は
、
一
般
に
は
五
四
一
条
の
適
用
は
あ
る
の
だ
が
、
不
信
行
為
が
あ
ま
り
ひ
ど
い
と
き
は
催
告
な
く
し
て
解
民
法
起
草
者
も
民
法
五
四
一
条
以
下
の
適
用
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
た
よ
う
に
推
測
さ
れ
て
い
る
。
森
・
前
掲
一
O
一
頁
註
(
四
)
。
民
法
修
。』正
案
理
白
書
六
二
七
条
、
同
六
一
五
条
。
我
妻
・
債
権
各
論
中
巻
一
(
民
法
講
義
V
2
)
四
五
一
頁
。
(3) (4) 
広
中
・
債
権
各
論
第
二
分
冊
一
四
九
頁
。
(5) 
広
中
・
右
掲
入
一
頁
以
下
。
則
一
時
的
債
権
契
約
と
継
続
的
債
権
契
約
の
分
類
に
つ
い
て
深
い
研
究
を
な
し
た
の
は
ギ
1
ル
ケ
の
「
債
権
関
係
論
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
債
権
法
の
全
構
造
に
新
ら
し
い
光
を
も
た
ら
し
た
」
も
の
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
る
と
と
も
に
、
わ
が
国
に
も
強
い
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
で
あ
る
。
わ
が
国
で
は
、
平
野
氏
が
ギ
1
ル
ケ
の
所
論
を
紹
介
さ
れ
、
一
時
的
債
権
関
係
と
継
続
的
債
権
関
係
を
区
別
す
べ
き
乙
と
が
急
務
で
あ
る
と
説
か
れ
た
。
そ
れ
は
実
生
活
と
密
接
に
結
び
つ
く
不
動
産
賃
貸
借
お
よ
び
雇
備
に
注
目
さ
れ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
Q
そ
し
て
そ
の
特
質
を
多
岐
に
わ
た
っ
て
論
述
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
「
物
に
対
す
る
支
国
」
と
「
人
に
対
す
る
支
国
」
に
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
石
田
博
士
は
、
ギ
1
ル
ケ
の
分
類
を
採
用
し
え
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
「
交
換
的
機
能
の
債
権
契
約
」
と
「
支
図
的
機
能
の
債
権
契
約
」
の
分
類
を
提
さ
れ
て
、
後
者
を
「
物
を
支
配
す
る
債
権
契
約
'
一
と
「
人
を
支
配
す
る
債
権
契
約
」
に
分
け
ら
れ
、
こ
の
限
り
に
お
い
て
ギ
1
ル
ケ
の
機
能
に
関
す
る
所
論
を
支
持
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
継
続
的
債
権
契
約
が
「
状
態
的
関
係
」
を
作
り
出
す
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
継
続
的
債
権
契
約
を
特
徴
*
つ
け
る
見
解
が
あ
る
。
ま
ず
、
戒
能
博
士
が
「
継
続
的
契
約
関
係
は
契
約
当
事
者
聞
に
本
質
上
一
個
の
状
態
的
関
係
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
さ
れ
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
が
、
「
状
態
的
関
係
」
の
内
容
を
明
確
に
示
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
つ
い
で
田
中
教
授
は
、
一
時
的
債
権
関
係
と
継
続
的
債
権
関
係
を
時
間
の
要
素
に
「
当
事
者
聞
の
法
律
関
係
が
た
ん
に
債
務
医
行
と
い
う
一
時
的
な
も
の
に
よ
っ
て
外
面
的
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
よ
っ
て
区
別
す
べ
き
で
な
く
、
か
、
そ
れ
と
も
、
財
産
ま
た
は
労
務
の
利
用
関
係
の
維
持
・
保
全
と
い
う
一
種
の
状
態
的
(
継
続
的
)
な
も
の
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
当
事
者
聞
に
と
く
に
密
接
・
強
固
な
法
律
関
係
が
形
成
さ
れ
て
い
る
か
」
に
よ
っ
て
区
別
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
後
藤
教
授
は
、
「
状
態
的
関
係
」
と
は
「
人
の
生
活
国
の
体
制
的
基
底
を
形
成
し
、
人
の
生
活
の
正
常
な
維
持
を
は
か
る
上
に
お
い
て
重
要
な
比
重
を
占
め
て
い
る
解
約
「
告
知
」
に
関
す
る
一
考
察
九
経
営
と
経
済
二
O
法
律
関
係
」
を
指
す
も
の
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
平
和
的
状
態
関
係
、
支
図
的
状
態
関
係
、
共
同
体
関
係
お
よ
び
供
給
的
状
態
関
係
を
設
定
す
る
諸
契
約
を
あ
げ
て
お
ら
れ
る
。
|
|
森
・
前
掲
入
入
頁
以
下
に
よ
る
|
|
司
4oo 
od 
山
中
・
双
務
契
約
・
片
務
契
約
と
有
償
契
約
・
無
償
契
約
(
契
約
法
大
一
糸
I
所
収
)
六
八
頁
以
下
。
同
・
契
約
総
論
一
O
頁
以
下
。
伊
藤
律
男
・
解
除
の
効
力
l
l
i遡
及
効
・
原
状
回
復
・
損
害
賠
償
l
i
(契
約
法
大
系
I
)
一
一
一
三
五
頁
以
下
。
園
田
格
・
民
法
に
い
わ
ゆ
る
遡
及
効
に
つ
い
て
(
金
沢
大
学
法
文
学
部
論
集
法
経
篇
第
三
巻
所
収
)
三
七
頁
以
下
、
と
く
に
四
八
頁
以
下
。
